
腎臓内科学 

 

名誉教授 阿部富彌 

教  授 重松 隆 

准 教 授 根木茂雄・美馬 亨 

講  師 大矢昌樹 

助  教 龍田浩一・小林 聡・山本脩人 

 

 

研究概要 

 

Ⅰ. 基礎研究 

1. 腎機能障害に伴う血管障害ならびに骨代謝異常の研究 

  慢性腎臓病における骨ミネラル代謝異常をメインテーマとし、血管石灰化の機序解明を目的とした血管  

および骨組織を用いた研究を行っている。In Vitro における血管培養による高リン負荷による血管石灰化

モデルを用いた石灰化促進および抑制因子の検討を行っている。さらに骨由来のリン利尿因子である

FGF-23 の血管および骨組織における発現およびその制御機構に関する研究を行っている。 

2. 腎機能障害に伴う筋肉代謝異常並びにサルコペニアの研究 

   慢性腎臓病における筋肉代謝異常並びにサルコペニアは高齢化社会を迎えるわが国にとって深刻かつ重要

な研究テーマとして基礎研究を行っている。具体的には in Vitro における筋芽細胞培養系を骨ミネラル代

謝と筋肉代謝異常とサルコペニア発症機序の検討を行っている。特にリン代謝並びにマグネシウム代謝と

の関連性を追求している。 

３．腎と免疫研究 

   これまでに、カルシウムーリン代謝に重要な役割を果たしている FGF23 が骨細胞以外に免疫系に関わる

重要な臓器である脾臓において形質細胞様樹状細胞が産生し、そのリガンドである Klotho を成熟した B

細胞が発現し FGF23-Klotho 系が免疫にも関与することを明らかにしてきた。さらに、透析患者の末梢血

で Klotho 陽性 B 細胞が減少していることを見出し、このことが腎不全患者における易感染性の原因の一

つと考えられた。現在、腎不全患者の末梢血 B 細胞における Klotho 発現低下の機序について研究を行っ

ている。 

４．急性腎障害研究 

     急性腎障害は医療が進歩した現代においても、未だ予後不良の合併症であり、根本治療は確立されていな

い。急性腎障害モデルを用い、その回復機構のメカニズムや予防的因子の検討を行っている。また, 水素

の急性腎障害に対する軽減効果に関する研究も行っている。 

 

Ⅱ. 臨床研究 

1. CKD 対策 

    CKD 患者対策として、腎臓専門施設における CKD 患者の紹介初診の現状と透析導入の現状を分析し、適

切な時期での紹介をはかるための対策を進めている。 

2. CKD 患者予後改善にむけた研究 

      ・石灰化予防にむけた研究 

      ・サルコペニア、フレイルと予後に関する研究 

      ・CKD 患者における脂質の役割に関する研究 

      ・保存期腎不全期の管理と予後研究 

3. 急性血液浄化研究 

      ・急性腎障害に対する急性血液浄化療法と予後に関する研究 

4. シャント研究 

      ・透析患者のシャント長期開存にむけた研究 
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総会 2018.3.3 東京 

２．重松隆：教育企画「泌尿器科医に必要な透析療法必須知識」第 106 回日本泌尿器科学会総会 2018.4.19-22 

京都 

３．重松隆：ランチョンセミナー「CKD-MBD の変遷と新しい流れ」第 63 回日本透析医学会学術集会・総会 

2018.6.29-7.1 神戸 

４．重松隆・島崎竜太郎・深川雅史・秋澤忠男：口演「二次性副甲状腺機能亢進症（SHPT）を有する HD 患

者を対象としたエボカルセト（KHK7580）の薬力学及び安全性の検討：第 I/IIa 相試験」第 63 回日本透

析医学会学術集会・総会 2018.6.29-7.1 神戸 

５．重松隆・島崎竜太郎・深川雅史・秋澤忠男：口演「二次性副甲状腺機能亢進（SHPT）を有する HD 患者

を対象としたエボカルセト（KHK7580）の薬物動態の検討: 第 I/IIa 相試験」第 63 回日本透析医学会学

術集会・総会 2018.6.29-7.1 神戸 

６．重松隆：講演「リンを切り口に血液浄化療法を考える。」第 24 回日本 HDF 研究会学術集会・総会 

  2018.9.15 川越 

７．重松隆：Pros & Cons 1 急性血液浄化療法の主導権―集中治療医か腎臓内科医か― 「急性血液浄化療法の   

  イニシアチブは集中治療医である」 第 29 回 日本急性血液浄化学会学術集会 2018.10.19-20 愛知 

８. 重松隆：ジューシーフルーツセミナー「透析患者さんの高齢化に伴う変化」第 21 回日本腎不全看護学会

学術集会・総会 2018.11.11 長野 

９．重松隆：ランチョンセミナー「血液浄化療法での必要物品の基本を学ぶ」第 21 回日本腎不全看護学会学

術集会・総会 2018.11.11 長野 

１０．根木茂雄・坂口俊文・龍田浩一・大矢昌樹・重松隆・安藤亮一・池田雅人・稲熊大城・神田英一郎・小岩

文彦・小松康宏・篠田俊雄・常喜信彦・山家敏彦・山本博之：口演「血液透析導入時の初回使用バスキュ

ラーアクセスの現況報告：日本透析導入研究会による多施設共同検討」第 63 回日本透析医学会学術集会・

総会 2018.6.29-7.1 神戸 

１１．龍田浩一・井関景子・児玉卓也・國本悟子・矢野卓郎・田中佑典・中島悠里・山本修人・小林聡・大矢昌

樹・美馬亨・根木茂雄・重松隆・武内崇・田村彰・末永智浩・鈴木啓之：口演「急性血液浄化療法により

救命しえた小児急性腎障害の 2 例」第 63 回日本透析医学会学術集会・総会 2018.6.29-7.1 神戸 

１２．小林聡・根木茂雄・矢野卓郎・山本脩人・龍田浩一・大矢昌樹・美馬亨・重松隆：口演「急性腎障害に対

する持続的腎代替療法の予後規定因子の検討」第 63 回日本透析医学会学術集会・総会 2018.6.29-7.1 神

戸 

１３．田中佑典・大矢昌樹・矢野卓郎・美馬亨・根木茂雄・重松隆・児玉直也・大谷晴久・児玉敏宏：口演「透

析患者における脂質プロフィールと予後」第 63 回日本透析医学会学術集会・総会 2018.6.29-7.1 神戸 

１４．矢野卓郎・根木茂雄・山本脩人・小林 聡・中島悠里・田中佑典・井関景子・國本悟子・児玉卓也・大矢

昌樹・橋本整司・美馬亨・重松隆：口演「血液透析導入時の初回使用バスキュラーアクセスと生命予後に

関する検討」第 63 回日本透析医学会学術集会・総会 2018.6.29-7.1 神戸 

１５．児玉卓也・山本脩人・井関景子・國本悟子・田中佑典・矢野卓郎・小林聡・中島悠里・龍田浩一・大矢昌

樹・美馬亨・根木茂雄・重松隆：ポスター「遅発性の Steal 症候群から手指先端壊死をきたした高齢血液

透析患者の 1 例」第 63 回日本透析医学会学術集会・総会 2018.6.29-7.1 神戸 



１６．山野由紀子・南方大和・是枝大輔：口演「多臓器不全を呈したベラパミル中毒に対し血液浄化療法を施行

した１例」第 63 回日本透析医学会学術集会・総会 2018.6.29-7.1 神戸 

１７．岩下裕子・大矢昌樹・屋代充・園生智広・河上和紀・中島悠里・矢野卓郎・岩下裕・美馬亨・根木茂雄・

久保薫・友田恒一・小田巻俊孝・重松隆：ポスター「腎不全ラットにおいてグルタミン、食物繊維、オリ

ゴ糖、ビフィズス菌の投与が CKD-MBD に及ぼす効果の検討」第 61 回日本腎臓学会学術総会 

2018.6.8-6.10 新潟 

１８．芝地 栄登・笹原寛・児玉敏宏・角門真二・前田有香・大谷晴久・後藤哲也・児玉直也・前田明文・湯川 進・

重松隆：ポスター「透析患者への酢酸亜鉛水和物（ノベルジン）の使用経験」第 63 回日本透析医学会学

術集会・総会 2018.6.29-7.1 神戸 

１９．角門真二・笹原寛・芝地栄登・児玉敏宏・前田明文・前田有香・後藤哲也・湯川進・児玉直也・大谷晴彦：

オーラル「イバンドロン酸ナトリウム水和物注の長期投与経験」第 63 回日本透析医学会学術集会・総会 

2018.6.29-7.1 神戸 

２０．植木隼人・安圖和憲・久保晴菜・辻内政行・有馬三喜・前田有香・後藤哲也・児玉直也・前田明文・芝地

栄登・大谷晴久・笹原寛・角門真二・児玉敏宏・重松隆：ポスター「透析中の運動療法における溶質除去

への影響」第 8 回日本腎臓リハビリテーション学会学術集会 2018.3.17-18 仙台 

２１．安圖和憲・植木隼人・久保晴菜・辻内政行・有馬三喜・前田有香・後藤 哲也・児玉直也・前田明文・芝

地栄登・大谷晴久・笹原寛・角門真二・児玉敏宏・重松隆：口演「透析中の運動療法における溶質除去へ

の影響」第 63 回日本透析医学会学術集会・総会 2018.6.29-7.1 神戸 

２２．林京平・大谷晴久・芝地栄登・前田有香・谷口広子・栗本建也・児玉直也・後藤哲也・加太勇・前田明文・

角門真二・柳瀬 美穂・高垣裕彦・児玉敏宏・前島悦子：ポスター「維持透析患者の体力特性と転倒リスク」

第 63 回日本透析医学会学術集会・総会 2018.6.29-7.1 神戸 

 

 

 ｄ）地方学会  

１．重松隆：特別講演「透析療法変貌に伴う CKD-MBD の変遷と将来」第 93 回北海道透析療法学会 2018.5.27 

札幌 

２．重松隆：ランチョンセミナー「AKI に対する血液浄化−AKI 診療ガイドラインから見た CRRT−」第 48 回

日本腎臓学会西部学術大会 2018.9.28-29 徳島 

３．大矢昌樹：パネルディスカッション「各診療科における高尿酸血症の診療の重要性 腎臓内科の立場から」

第 50 回和歌山県医師会医学会総会 2018.11.18 和歌山 

４．大澤恒介・児玉卓也・田中佑典・矢野卓郎・小林聡・山本脩人・龍田浩一・大矢昌樹・美馬亨・根木茂雄・

重松隆：口演「両側肺動脈血栓症を含む多発血栓症を呈したネフローゼ症候群の一例」第 48 回日本腎臓

学会西部学術大会 2018.9.28-29 徳島 

５．信貴勇佑・東裏將己・山中慎太郎・重松隆：ポスター「重症合併症を伴うネフローゼ症候群に対してプレ

ドニゾロン短期使用で自然寛解に至った一例」第 48 回日本腎臓学会西部学術大会 2018.9.28-29 徳島 

６．山野由紀子・南方大和・橋本整司：口演「IgA 腎症の経過中に潰瘍性大腸炎と IgA 血管炎を合併した１例」

第 48 回日本腎臓学会西部学術大会 2018.9.28-29 徳島 

７．南方大和・山野由紀子・橋本整司：口演「手指に多発性の潰瘍性結節病変を認めた多発性血管炎性肉芽腫

症（GPA）の１例」第 48 回日本腎臓学会東部学術大会 2018.10.20-21 東京 

８．汐崎綾子・中野好夫・西岡俊彦・堀善和・山西一輝・早川佳奈・早川隆洋・太田敬之・藤本徳三：口演「イ

ヌサフラン摂取によるコルヒチン中毒の 1 例」第 222 回日本内科学会近畿地方会 2018.12.15 大阪 

 

 

 ｅ）その他（研究会等） 

１．重松隆：特別講演「リンと鉄研究の連関」第３回腎と鉄研究会 2018.2.9 品川 

２．重松隆：スイーツセミナー「透析患者ケアに必要な骨粗しょう症の知識」 第９０回大阪透析研究会 

2018.3.4 大阪 



３．重松隆：講演「薬物動態と容量設定試験−第一相試験・第二相試験より−」CKD-MBD CONFERENCE2018 

Calcimimetics 2018.5.12 東京 

４．重松隆：講演「これからの和歌山県における腎不全看護への期待」和歌山腎不全看護研究会 研修会 

2018.6.24 和歌山 

５．重松隆：ランチョンセミナー「Ca 受容体作動薬の効果と期待」第 45 回東北腎不全研究会 2018.9.2 福

島 

６．重松隆：基調講演「Ca 受動体（Calcimimetics）の意味」和歌山 Interventional nephrology 研究会 

2018.11.22 和歌山 

７．根木茂雄：講演「腎不全（CKD）の予防」伊都保健師業務研究会 2018.11.6 橋本 

８．美馬亨・屋代充・大矢昌樹・重松隆：講演「腎尿細管細胞と赤芽球では FGF23 と EPO がクロストークし

ている」第 27 回腎とエリスロポエチン研究会 2018.11.17 品川 

９．大矢昌樹：基調講演「腎臓病診療における検査の見方」WORLD KIDNEY DAY 2018.3.8 和歌山 

１０．大矢昌樹：講演「和歌山市における CKD の現状」第１回 W-CKDI 和歌山慢性腎臓病対策協議会 2018.6.21 

和歌山 

１１．大矢昌樹：講演「他の地域の CKD 対策の取り組み−薬剤性腎障害予防への取り組み−」第２回 W-CKDI

和歌山慢性腎臓病対策協議会 2018.10.18 和歌山 

１２.大矢昌樹：講演「血管石灰化予防を中心とした CKD-MBD 管理」第２３回紀南ハートカンファレンス  

2018.11.17 田辺 

１３.大矢昌樹：講演「病診・医系連携で考える CKD 対策〜腎臓内科医の立場から〜」第３回 W-CKDI 和歌山

慢性腎臓病対策協議会 2018.12.5 和歌山 

１４．山本脩人：一般講演「腎移植ドナーの選定について」第 26 回和歌山腎移植研究会 2018.10.11 和歌山 

１５．山本脩人：一般講演「和歌山県のバスキュラーアクセス治療の実際」和歌山 Interventional nephrology 研

究会 2018.11.22 和歌山 

１６．山本脩人・大矢昌樹・重松隆・神谷政人・玉井定子・岡本幸春：一般演題「血液透析患者におけるシナカ

ルセト塩酸塩からエボカルセトへの内服変更に関する検討」第８８回和歌山透析研究会 2018.10.14 和

歌山 

１７．東裏 將己：「当院における血液透析(HD)患者の貧血治療」和歌山透析セミナーIN 新宮 2018.7.21 新宮 

１８．岩下裕子：一般講演「ループス腎炎 IV 型に MMF が著効した１例」第５回和歌山腎・血管炎・膠原病勉

強会 2018.3.1 和歌山 

１９．芝地栄登：ランチョンセミナー「当院におけるパーサビブの使用経験」第９０回大阪透析研究会 2018.3.4 

大阪 

２０．藤田寿実子・北林豊文・楠原洋子・柑本満里・中嶋由貴・吉村幸代・東本勇太・植木隼人・重松隆：一般

演題「透析患者の低カリウム血症は低栄養と関係するか？〜意外に多い低カリウム血症患者〜」第８８回

和歌山透析研究会 2018.10.14 和歌山 

２１．北林豊文・楠原洋子・柑本満里・中嶋由貴・藤田寿実子・吉村幸代・東本勇太・植木隼人・重松隆：一般

演題「透析患者の血清カリウム値はたんぱく摂取量と関係する〜冬場に上昇し夏場に低下する〜」第８８

回和歌山透析研究会 2018.10.14 和歌山 

２２. 木下将斗・中谷文・杉本恭子・森山圭子・中本千秋・山田秀人・山野由紀子・南方大和・橋本整司：一般

演題「血液透析後の透析用監視装置への血液汚染の実態調査」第８８回和歌山透析研究会 2018.10.14 

和歌山 

２３．森義雄・牧野美鈴・佛宏明・山川浩二・得津浩示・友渕翔子・辻篤広・湯川実友希・                       

村尾佳菜子・前島優子・田村公之・中谷公美子・神埜聖治・田中佑典：一般演題「Crowned dens 症候群

を呈した透析患者の一例」第８８回和歌山透析研究会 2018.10.14 和歌山 

２４．森義雄・牧野美鈴・佛宏明・山川浩二・得津浩示・友渕翔子・辻篤広・湯川実友希・                          

村尾佳菜子・前島優子・田村公之・安井昌彰・田中佑典・半羽慶行：一般演題「当院で診断された Fabry

病透析患者の３例」第８８回和歌山透析研究会 2018.10.14 和歌山 

２５．面家敏宏・高垣裕彦・柳瀬美穂・蜂谷浩太・笹原寛・児玉敏宏・角門真二・ 前田有香・芝地栄登・大谷



晴久・後藤哲也・児玉直也・前田明文：一般演題「透析患者への酢酸亜鉛水和物（ノベルジン）の使用経

験」第８８回和歌山透析研究会 2018.10.14 和歌山 

２６．久保晴菜・辻内政行・安圖和憲・植木隼人・加太勇・前田有香・後藤哲也・児玉直也・                        

前田明文・芝地栄登・大谷晴久・笹原寛・角門真二・児玉敏宏：一般演題「透析中の運動療法の取り組み」

第８８回和歌山透析研究会 2018.10.14 和歌山 

２７．林京平・大谷晴久・芝地栄登・前田有香・笹原寛・栗本建也・谷口広子・三田裕規・                        

川口勝・山口伸・児玉直也・児玉敏宏・ 前田明文・前島悦子・前田めぐみ・友金明香・池島明子：一般

演題「透析中運動療法が体力に及ぼす影響」第８８回和歌山透析研究会 2018.10.14 和歌山 

２８．楠原洋子・中本理加・田上真弓・谷口利代子・秦とし子・小松佳子・柏井利彦：一般演題「GA29.8％→

20.0％に改善した維持透析患者の症例〜継続栄養指導による治療効果〜」第８８回和歌山透析研究会 

2018.10.14 和歌山 

２９．下地規夫・大谷ひろ子・中村いつ子・畦智美紀・土谷比奈子・野尻友紀子・池田香理・宮村くるみ・                        

山田ちゑ・中西朋代・岡隆子・藪惠美・澤井澪羽・越村邦夫：一般演題「HD 及びオンライン HDF から

I-HDF に移行した患者の透析時血圧低下に対する処置回数の検討」第８８回和歌山透析研究会 

2018.10.14 和歌山 

 

 

 ◇その他（講演会等）  

１．重松隆：特別講演「CKD-MBD 領域の新しい流れと考え方」MEET THE SPECILALIST Dialysis Now 

in 浜松 2018.2.1 浜松 

２．重松隆：特別講演「CKD-MBD の動き」三河透析研鑽会 2018.2.27 三河 

３．重松隆：特別講演「二次性副甲状腺機能亢進症の最新の治療〜エテルカルセチドの使い方を中心に〜」 

  Web ライブセミナー 2018.3.13 和歌山 

４．重松隆：特別講演「CKD-MBD と腎性貧血：その心はリンと鉄」山形 CKD 学術講演会 2018.3.22 山

形 

５．重松隆：特別講演「Ca 受容体作動薬を考えてみましょう。」CKD サミット in 八王子 2018.3.29 八王

子 

６．重松隆：特別講演「CKD-MBD の変わらない処・変わる処」DOGO Dialysis meeting  2018.4.3 松山 

７．重松隆：特別講演「新人に贈る言葉」平成 30 年度川島病院ホスピタルグループ歓迎会 2018.4.8 徳島 

８．重松隆：特別講演「Ca 受容体作動薬について考えよう」SHPT 治療講演会 in 福井 2018.4.12 福井 

９．重松隆：特別講演「CKD-MBD の変わらない処・変わる処」第 25 回信州腎不全談話会 2018.4.21 松本 

１０．重松隆：特別講演「Ca 受容体作動薬について考えよう。」学術講演会-パーサビブ発売１周年記念講演会

in 沖縄- 2018.5.10 沖縄 

１１．重松隆：特別講演「CKD-MBD の発症と推移〜CKD から腎移植まで」第 34 回藤田保健衛生大学臓器移

植セミナー 2018.5.22 豊明  

１２．重松隆：特別講演「Ca 受動態作動薬治療を考える」CKD-MBDForum in NAGASAKI 2018.5.31 長 

１３．重松隆：特別講演「骨と血管」第 69 回兵庫県透析医会講演会 2018.6.2 神戸 

１４．重松隆：特別講演「リンを考える：高リン血症と低リン血症」  CKD-MBD セミナー in Yokohama 

2018.6.15 横浜 

１５．重松隆：特別講演「リンを切り口に透析医療を考えてみましょう。」第 103 回岡山懇話会 2018.6.16 岡

山 

１６．重松隆：特別講演「Ca 受動態作動薬による副甲状腺抑制」CKD-MBD セミナー in  城西 2018 2018.7.3 

新宿 

１７．重松隆：特別講演「腎臓と他臓器との関係を考えてみましょう。」慢性腎臓病講演会〜地域で診るCKD-MBD

〜 2018.7.5 天王寺 

１８．重松隆：講義「透析患者における検査成績の見方・考え方」 平成 30 年度透析療法従事職員研修  



   2018.7.7 大宮 

１９．重松隆：講演「Ca 受動体作動薬を考える。」久留米 CKD-MBD 学術講演会 2018 2018.7.10 久留米 

２０．重松隆：特別講演「CKD-MBD の変わらない処・変わる処」大阪西部透析医療連携講演会 2018.7.21  

2018.7.21 大阪 

２１．重松隆：Web シンポジウム「CKD における高カリウム血症と電解質代謝異常について」CKD WEB シ

ンポジウム 2018.7.23 

２２．重松隆：特別講演「CKD-MBD と腎性貧血：その心はリンと鉄」岩手県透析セミナー 2018.7.28 盛岡 

２３．重松隆：講義「透析の短期合併症」平成 30 年度第 11 回血液浄化関連指定講習会 2018.8.26 御茶ノ水 

２４．重松隆：特別講演「Ca 受容体作動薬による CKD-MBD 治療へのインパクト」山梨透析フォーラム 2018 

2018.8.30 甲府 

２５．重松隆：特別講演「CKD-MBD の変遷と今後：PD 患者を中心に」京都 PD カンファランス 2018 2018.9.6 

京都 

２６．重松隆：特別講演「Ca 受容体作動薬による副甲状腺制御の意味」CKD-MBD FORUM 2018.9.7 金沢 

２７．重松隆：特別講演「「CKD-MBD と腎性貧血：その心はリンと鉄」リオナ錠発売 4 周年記念講演会 in 練

馬 2018.10.4 豊島 

２８．重松隆：特別講演「リンと鉄から透析医療を考えてみましょう。」鳥居 CKD-MBD カンファレンス in 埼

玉西部 2018.10.12 川越 

２９．重松隆：特別講演「血管石灰化の視点から、CKD-MBD 治療の今後を展望する。」第 4 回東近江 CKD-MBD 

Expert Meeting 2018.11.17 近江八幡 

３０．重松隆：Web 講演「変貌しつつある透析患者のリン管理」ピートル Web 講演会 2018.11.28 和歌山 

３１．重松隆：特別講演「副甲状腺コントロールの意味を考えてみよう。」透析合併症対策講演会 in 横浜 

2018.12.13 横浜 

３２．大矢昌樹：講演「慢性腎臓病治療についての最近の知見」第５回伊都医師学術講演会 2018.2.3 伊都 

３３．大矢昌樹：市民セミナー「慢性腎臓病（CKD）のおはなし 腎臓を守るためには？」世界腎臓 DAY2018in

和歌山 2018.3.11 和歌山 

３４．大矢昌樹：特別講演「薬剤性腎障害予防のための基礎知識〜医療安全の視点から〜」第」（一社）和歌山

県病院薬剤師会 第２６回医療安全に関する研修会 2018.6.23 和歌山 

３５. 大矢昌樹：講演「尿検査で早期発見」ファブリー病 in 和歌山 2018.8.2 和歌山 

３６．大矢昌樹：講演「高尿酸血症を考える会 2018」2018.8.25 大阪 

３７．大矢昌樹：講演「高血圧と腎臓−あなたの腎臓は悲鳴をあげていない？−」さくら健康市民公開講座 

2018.9.8 和歌山 

３８．大矢昌樹：講演「和歌山市における CKD 対策について」 W-CKD 和歌山慢性腎臓病対策協議会 

2018.10.18 和歌山 

３９．大矢昌樹：講演「糖尿病と慢性腎臓病（CKD）〜あなたの腎臓の健康のために〜」健康応援フェア 2018  

2018.10.20 和歌山 

４０．大矢昌樹：講演「糖尿病性腎症について」 串本町保健センター講演会 2018.11.6 串本 

４１．大矢昌樹：講演「病診・連携を考える〜腎臓専門医の立場から〜」和歌山慢性腎臓病対策協議会学術講演

会 2018.12.5 和歌山 

４２．大矢昌樹：パネルディスカッション「各診療科における高尿酸血症の診療の重要性 腎臓内科の立場から」

日医生涯教育協力講座セミナー2018.11.18 和歌山 

４３．山本脩人：基調講演「ファブリー病について〜病態から治療まで〜」ファブリー病セミナーin 和歌山 

2018.8.2 和歌山 

４４．山本脩人：基調講演「保存期腎不全治療の治療と実際」第２回和歌山若手腎臓内科医の会 2018.8.23 和

歌山 

４５．山本脩人：一般講演「保存期 CKD 診療について−高血圧を中心に−」和歌山 CKD-MBD 勉強会〜腎病理

を中心に〜 2018.11.15 和歌山 

４６．田中佑典：話題提供「腎不全患者の資質プロフィールと予後について」第１７回和歌山動脈硬化セミナー 



2018.8.23 和歌山 

４７．児玉卓也：一般演題「クローン病加療中に急性腎障害を発症し、IgA 腎症と診断した１例」第 10 回和歌

山腎研究会 2018.2.8 和歌山 

４８．橋本整司：一般講演「当院での腹膜透析の取り組み」~さらなる在宅医療の向上をめざして〜和歌山県腹

膜透析療法懇話会 2018.11.27 和歌山 

４９．山中 慎太郎：講演「CKD 病診連携」串本地区 CKD 講演会 2018.1.11  串本 

５０．山中 慎太郎：特別講演「当地域における当科の役割」第 18 回 南紀循環器・腎談話会 2018.11.15 新宮 

５１．山中 慎太郎：「当院におけるバスキュラーアクセスインターベンションの実際」第 13 回 紀南地区勉強

会 2018.6.17 新宮 

５２．南方大和：一般講演「トルバプタン継続投与における背景因子の検討」第 3 回若手腎臓内科による溢水管

理を考える会 2018.11.22 大 

５３．東裏將己：「当院における血液透析（HD）患者の貧血治療」 和歌山透析セミナーin 新宮 2018.7.21 

新宮 

５４．山野由紀子：一般講演「紀南病院における ADPKD 診療の現状」紀南 腎疾患を考える会～多発性嚢胞腎

～ 2018.10.12 和歌山 

５５．信貴勇佑：一般講演「先端分岐カフ型カテーテル先端の穿破による縦隔血腫をきたした 1 例」 第 17 回 南

紀循環器・腎談話会 2018.5.31 新宮 

５６．大谷晴久：市民セミナー「慢性腎臓病（CKD）のおはなし 慢性腎臓病ってなあに？」世界腎臓 DAY2018in

和歌山 2018.3.11 和歌山 

５７.児玉直也：市民セミナー「慢性腎臓病（CKD）のおはなし 慢性腎臓病ってなあに？」世界腎臓 DAY2018 

in 和歌山 2018.3.11 和歌山 

５８．芝地栄登：一般演題「当院における透析患者へのノベルジンの使用経験」和歌山亜鉛治療講演会〜慢性腎

臓病と亜鉛を考える会〜 2018.9.4 和歌山 

 

 ◇研究費交付状況 

１．平成２８年度科学研究費補助金（基盤研究 C）重松隆：腎障害時における骨由来新規腎リン利尿因子で 

    ある FGF23 代謝調節機構の研究  

２．平成２９年度科学研究費補助金（基盤研究 C）根木茂雄：虚血性灌流起因の急性腎障害に対する水素の予

防および治療効果の検討 

３．平成２８年度科学研究費補助金（基盤研究 C）美馬亨： FGF23-Klotho シグナルの電解質代謝と免疫にお

ける生物学的役割の比較検討  

４. 平成２９年度科学研究費補助金（基盤研究 C）大矢昌樹：腎機能低下におけるサルコペニアの検討-骨ミ

ネラル代謝の観点から- 

５．平成２８年度科学研究費補助金（基盤研究 C）園生智広：老化によるサルコペニアの機序の解明- 慢性 

  心臓病モデルを利用して- 

 

 

 

 

 

 


